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ウイルス肝炎治療学分野 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

八橋 弘・教授 疾病障害認定審査会委員 厚生労働省 

八橋 弘・教授 肝炎治療戦略会議委員 厚生労働省 健康局 

八橋 弘・教授 障害年金の認定に関する専門家会合委員 厚生労働省 

八橋 弘・教授 評議員 財団法人 日本消化器病学会 

八橋 弘・教授 九州支部評議員 財団法人 日本消化器病学会 

八橋 弘・教授 評議員 社団法人 日本肝臓学会 

八橋 弘・教授 西部会評議員 社団法人 日本肝臓学会 

八橋 弘・教授 ながさき治験医療ネットワーク構築委員 長崎県 

八橋 弘・教授 客員教授 中国吉林省北華大學 

八橋 弘・教授 Liver International 編集委員 Wiley 

八橋 弘・教授 Hepatology International 編集委員 Springer 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

八橋 弘・教授 厚生労働省 代表 肝炎等克服政策研究事業 

肝疾患患者を対象とした相談支援システム

の構築、運用、評価に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエン

ス政策研究事業 

C 型肝炎救済のための調査研究及び安全対

策等に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服政策研究事業 

我が国のウイルス性肝炎対策に資する医療

経済評価に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 エイズ対策政策研究事業 

血液製剤によるHIV／HCV重複感染患者の肝

移植に関する研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服政策研究事業 

B型・C型肝炎による肝硬変、肝がん患者にお

ける医療費等の実態調査 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服実用化研究事業（肝炎等克服緊急

対策研究事業） 

ゲノム網羅的解析によるB型肝炎ウイルス感

染の病態関連遺伝子の同定と新規診断法の

開発 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 肝炎等克服実用化研究事業（肝炎等克服緊急

対策研究事業） 

肝疾患病態指標血清マーカーの開発と低侵

襲かつ効率的に評価・予測する新規検査系の

実用化 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 感染症実用化研究事業（肝炎等克服実用化対
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策研究事業） 

経口感染によるウイルス性肝炎（A型及びE
型）の感染防止、病態解明、治療等に関する

研究 

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担 感染症実用化研究事業 

（肝炎等克服実用化対策研究事業） 

Drug freeからHBs抗原消失を目指すB型肝炎

抗ウイルス療法とこの効果を予測する新規

因子の検討 

八橋 弘・教授 厚生労働省補助事業 分担 友愛調査研究事業（HIV感染血友病患者） 

エイズ発症予防に資するための血液製剤に

よるHIV感染者の調査研究事業 

八橋 弘・教授 国立病院機構 代表 NHOネットワーク共同研究 

C型肝炎ウイルス駆除後の肝発癌予測に関す

る研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

八橋 弘・教授 慢性肝疾患治療剤 2004 年 
8 月 31 日 

2011 年 
3 月 4 日 

特許第 4695366 号 

八橋 弘・教授 B 型慢性肝炎の検出方法及び検出キット 2012 年 
6 月 6 日 

  

 

その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

八橋 弘・教授 座談会記録 Medical 
Tribune. 

2016.1.8. C 型肝炎啓発 
「C 型肝炎座談会」 

八橋 弘・教授 新聞掲載 聖教新聞 2016.6.12. ウイルス性肝炎啓発 
「ウイルス性肝炎 ～ほとんどが無症状 
進行すると肝硬変や肝がんに」 

八橋 弘・教授 雑誌掲載 Report Progress in 
Medicine. 

2016.12.10. C 型肝炎啓発 
「プレスセミナー 日本における最新

肝炎事情 C 型肝炎ゼロ時代を見据え

て」 

八橋 弘・教授 新聞掲載 朝日新聞 2016.12.23. ウイルス性肝炎啓発 
「患者を生きる，感染症，治療効果 10
年で向上」 

 


